
桑
折
宿
舎　
　
　

工
藤
信
悦

睦
合
地
区

松
原
上　
　
　
　

鴻
野
豊
勝

松
原
中　
　
　
　
八
木
沼
康
明

松
原
下　
　
　

◎
佐
藤
芳
信

牛
沢　
　
　
　

◎
佐
藤
芳
朗

下
成
田　
　
　
　

渡
邉
靜
雄

上
成
田　
　
　

◎
渡
邉
英
直

清
水　
　
　
　

◎
佐
藤
喜
久

下
万
正
寺　
　

◎
渡
邉
清
美

中
屋
敷　
　
　

◎
佐
藤
茂
由

坂
町　
　
　
　
　

佐
藤
芳
吉

平
沢　
　
　
　

◎
佐
藤
佐
重

伊
達
崎
地
区

舘
沢　
　
　
　

◎
大
内
洋
志

北
沢　
　
　
　
　

後
藤
益
男

前
屋
敷　
　
　
　

蓬
田
正
英

道
林　
　
　
　

◎
渡
邉
俊
行

大
畑　
　
　
　
　

亀
岡
春
二

中
屋
敷　
　
　
　

熊
谷
孔
隆

吉
沼　
　
　
　
　

石
幡　

隆

根
岸　
　
　
　
　

朽
木
泰
男

上
郡
上
代　
　

◎
綿
貫
利
勝

北
郷　
　
　
　
　

石
幡
正
則

中
郷　
　
　
　
　

大
槻
貞
明

行
政
連
絡
員
、
令
和
4
年
度
体
制
が
ス
タ
ー
ト

町
内
会
の
結
束
力
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ

南
郷　
　
　
　
　
佐
藤
久
仁
夫

下
郡
上
代　
　

◎
遠
藤
和
則

下
郡
下　
　
　
　

吾
妻
和
彦

半
田
地
区

内
之
馬
場　
　
　

佐
藤
一
男

桐
ケ
窪　
　
　
　

半
澤
和
輝

中
北　
　
　
　

◎
長
尾
吉
松

田
町　
　
　
　

◎
安
彦
忠
清

銀
栗　
　
　
　
　

武
田
敏
朗

御
免
町　
　
　
　
羽
根
田
忠
一

下
半
田　
　
　
　

野
村
芳
男

六
丁
目　
　
　
　

津
田
健
一

下
高
屋　
　
　
　

阿
部
善
一

久
保
八
幡　
　
　

登
坂
秀
策

荒
屋
敷　
　
　

◎
津
田
次
男

追
分　
　
　
　

◎
半
澤
正
保

坂
下　
　
　
　
　

太
田
光
男

　

行
政
と
町
の
皆
さ
ん
と
の

パ
イ
プ
役
を
担
う
、
行
政
連

絡
員
。
主
に
、
町
が
発
送
す

る
行
政
情
報（
広
報
紙
な
ど
）

を
地
区
の
皆
さ
ん
に
周
知
し

た
り
、
町
内
会
で
の
意
見
の

取
り
ま
と
め
な
ど
を
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
新
体
制
を
紹
介

し
ま
す
。

※
◎
は
今
年
度
新
任
の
方

※
敬
称
略

桑
折
地
区

諏
訪　
　
　
　
　

半
澤
義
憲

西
町　
　
　
　
　

齋
藤
茂
憲

南　
　
　
　
　
　

菅
野
義
家

陣
屋　
　
　
　
　

熊
坂
典
夫

本
町　
　
　
　
　

宍
戸
興
一

桑
島　
　
　
　

◎
氏
家　

尚

北
町　
　
　
　
　

佐
藤　

勲

東
上
町　
　
　
　

熊
本
喜
一

西
上　
　
　
　

◎
湊　

芳
朗

中
区　
　
　
　

◎
高
橋
透
一

桑
島
西　
　
　

◎
朽
木
由
昭

連
合
会
役
員
体
制

会
長　
　
　
　
　
佐
藤
久
仁
夫

副
会
長　
　
　
　

工
藤
信
悦

監
事　
　
　
　
　

渡
邉
靜
雄

　
　
　
　
　
　
　

石
幡　

隆

委
員　
　
　
　
　

齋
藤
茂
憲

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
喜
久

　
　
　
　
　
　
　

武
田
敏
朗

　
　
　
　
　
　
　
羽
根
田
忠
一

万
一
の
時
に
頼
り
に
な
る
の

は
ご
近
所
さ
ん
で
す

　

近
ご
ろ
町
内
会
離
れ
を
心

配
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

「
隣
に
誰
が
住
ん
で
い
る
か

分
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

万
が
一
、
自
分
の
身
に
何

か
起
き
た
時
、
助
け
て
く
れ

る
の
は
顔
な
じ
み
の
ご
近
所

さ
ん
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

と
互
い
に
助
け
合
い
、
支
え

合
え
ば
、
い
つ
ま
で
も
住
み

続
け
た
い
町
に
な
る
は
ず
で

す
。

　

総
務
省
で
は
、
桑
折
町
を
担
当
す
る
行

政
相
談
委
員
と
し
て
、
熊
谷
孔
隆
さ
ん
と

綱
島
洋
一
さ
ん
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

= 陣屋=
綱島  洋一さん

☎582-2392

　

行
政
相
談
と
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
要
望
や
意
見
な
ど
を
受
け
付
け
、
公

正
・
中
立
な
立
場
か
ら
、
そ
の
解
決
や
実

現
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
の
制
度

や
運
営
の
改
善
に
生
か
す
仕
組
み
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

相
談
相
手
と
し
て
、
意
見
や
要
望
を
解
決

す
る
た
め
に
助
言
し
た
り
、
関
係
機
関
に

通
知
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
、
無
料
で
相
談
で

き
ま
す
の
で
、
相
談
事
が
あ
る
場
合
は
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

= 伊達崎中屋敷=
熊谷  孔隆さん

☎582-3552

行
政
相
談
委
員
へ

気
軽
に
相
談
を

　
髙
橋
町
長
と
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
熊
谷
孔
隆
会
長
は

4
月
1
日
、
福
島
県
沖
地
震

（
3
月
16
日
発
生
）
の
被
害
を

受
け
た
伊
達
崎
地
区
の
2
世

帯
の
方
々
を
訪
問
し
、
災
害

見
舞
金
を
贈
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
住
宅
の
被
災
状
況

を
直
接
見
て
回
っ
た
髙
橋
町

長
は
「
早
急
に
被
害
実
態
を

把
握
し
、
国
や
県
と
連
携
し

て
被
災
者
支
援
へ
取
り
組
み

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

被
災
し
た
後
藤
益
男
さ
ん

は
「
み
ん
な
ど
う
し
た
ら
い

い
か
悩
ん
で
い
る
。
役
場
で

相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
あ
り
が
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

▶ 

髙
橋
町
長
か
ら
災
害
見
舞
金
を
受

け
取
る
後
藤
益
男
さ
ん
（
写
真
右
）

桃
源
郷
に
さ
ら
な
る
活
気
を

「
ピ
ー
チ
リ
バ
ー
ク
1
5
7
」
開
園

▶ 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が

楽
し
め
る
ピ
ー
チ
リ
バ
ー
ク
1
5
7

　
阿
武
隈
川
と
こ
お
り
桃
源

郷
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
・

地
域
活
性
化
の
た
め
、
桑

折
町
阿
武
隈
川
多
目
的
親
水

公
園
「
ピ
ー
チ
リ
バ
ー
ク

1
5
7
」
が
4
月
9
日
に
開

園
し
ま
し
た
。

　

透
き
通
っ
た
青
空
の
も

と
、
開
放
的
な
遊
歩
道
か
ら

望
む
半
田
山
や
、
あ
た
り
一

面
を
埋
め
つ
く
す
ピ
ン
ク
色

の
桃
の
花
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ

に
揺
れ
る
菜
の
花
な
ど
、
こ

の
時
期
に
し
か
見
ら
れ
な
い

春
一
色
の
景
色
が
、
訪
れ
た

人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。
カ
ヌ
ー
や
サ
イ
ク
リ
ン

グ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
季
節
も
楽
し
み

方
が
満
載
で
す
。

　

福
島
蚕
糸
跡
地
の
利
活
用

に
関
す
る
住
民
説
明
会
が
４

月
11
日
、
役
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
と
株
式
会
社
い
ち

い
、
工
事
施
工
業
者
が
合
同

で
開
き
、
利
活
用
に
至
る
経

緯
や
複
合
施
設
の
概
要
、
工

事
の
内
容
や
日
程
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

　

町
民
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で

の
流
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
町
で
は
、

今
後
も
町
民
の
み
な
さ
ま
へ

説
明
の
機
会
を
設
け
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
造
成
工
事
の
起
工

式
が
４
月
21
日
、
福
島
蚕
糸

跡
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

典
に
は
、
㈱
い
ち
い
、 （
社

福
）
松
葉
福
祉
会
、
髙
橋
宣

博
町
長
を
は
じ
め
と
し
た
町

関
係
者
が
参
列
し
、
こ
れ
か

ら
の
安
全
な
工
事
の
施
工
と

複
合
施
設
に
よ
る
地
域
活
性

化
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
施

設
と
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
が
来

年
の
秋
ご
ろ
に
オ
ー
プ
ン

し
、
認
定
こ
ど
も
園
施
設
が

令
和
６
年
４
月
に
開
園
す
る

予
定
で
す
。

蚕糸跡地利活用
住民説明会・安全祈願祭

1_ 住民説明会　2_ くわ入れの儀を行う髙橋町長

1

2

福
島
県
沖
地
震
の
被
災
者
へ

町
と
社
協
か
ら
災
害
見
舞
金

7 広報こおり ｜ May 2022 6広報こおり ｜ May 2022

NE
WS pick up まちのニュース


